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皇
太
子
は
１
９
８
３
年
（
昭
和
58
）
６
月
か
ら
１
９
８
５
年
（
昭

和
60
）
10
月
ま
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
さ
れ
た
。

研
究
テ
ー
マ
は
「
十
八
世
紀
に
お
け
る
テ
ム
ズ
川
の
水
運
に

つ
い
て
」
で
あ
る
。
テ
ム
ズ
川
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
南
部
グ
ロ

ー
ス
タ
ー
州
の
丘
陵
地
テ
ム
ズ
ヘ
ッ
ド
に
源
を
発
し
、
河
口
域

ロ
ン
ド
ン
ま
で
約
３
４
０
㎞
で
あ
る
。
徳
仁
親
王
著
『
テ
ム
ズ

と
と
も
に
』（
学
習
院
総
務
部
１
９
９
３
）
の
書
で
、
水
運
の
変
遷
を

六
つ
の
時
期
に
分
け
て
描
い
て
い
る
。（
１
）
中
世：

河
川
は

生
活
の
場
と
し
て
漁
民
の
簗
、
製
粉
業
者
の
水
車
の
利
用
（
２
）

13
世
紀：

製
粉
業
者
の
対
立
が
起
こ
り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ロ
ッ

ク
に
よ
り
堰
で
船
が
通
過
で
き
る
移
動
式
水
門
の
設
置
（
３
）

17
〜
18
世
紀：

パ
ウ
ン
ド
・
ロ
ッ
ク
の
設
置
で
仕
切
り
板
の
開

閉
に
よ
っ
て
船
を
通
過
。
テ
ム
ズ
・
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
委
員

会
は
、
河
川
改
修
を
行
な
い
、
工
事
費
は
石
炭
の
通
行
料
を
当

て
た
。
こ
の
こ
ろ
モ
ル
ト
が
上
流
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
運
ば
れ
た
。

（
４
）
18
世
紀
末：
石
炭
、
染
料
、
石
材
、
み
ょ
う
ば
ん
、
ワ

イ
ン
、
植
民
地
産
の
砂
糖
、
タ
バ
コ
、
米
、
茶
等
35
種
類
以
上

の
物
資
が
輸
送
さ
れ
た
。（
５
）
19
世
紀：

石
炭
が
鉄
道
運
送

へ
、
さ
ら
に
ト
ラ
ッ
ク
貨
物
運
送
が
主
と
な
り
、
水
運
は
衰
退
。

（
６
）
現
在：

川
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
利
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

ガ
ヴ
ィ
ン
・
ウ
ェ
イ
ト
マ
ン
著
『
テ
ム
ズ
河
物
語
』（
東
洋
書
林

１
９
９
６
）
は
、
テ
ム
ズ
川
河
口
域
ロ
ン
ド
ン
川
の
水
運
の
盛
衰

を
首
都
ロ
ン
ド
ン
の
発
展
と
と
も
に
描
く
。
他
に
も
、
相
原
幸

一
著
『
テ
ム
ズ
河
』（
研
究
社
１
９
８
９
）
、
岩
崎
広
平
著
『
テ
ム
ズ

河
も
の
が
た
り
』（
晶
文
社
１
９
９
４
）
が
あ
る
。

飯
田
操
著
『
川
と
イ
ギ
リ
ス
人
』（
平
凡
社
２
０
０
０
）
は
、
川

を
動
力
、
輸
送
手
段
、
上
下
水
道
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
同
著
『
釣
り
と
イ
ギ
リ
ス
人
』（
平
凡
社
１

９
９
５
）
、
岡
本
誠
著
『
テ
ム
ズ
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』（
春
風
社
２
０

０
４
）
を
読
む
と
、
英
国
人
は
ゆ
っ
た
り
と
水
辺
に
身
を
ゆ
だ
ね

て
い
る
よ
う
だ
。

１
９
９
０
年
11
月
建
設
省
は
、
生
物
に
や
さ
し
い
川
づ
く
り

の
発
想
を
持
っ
た
「
多
自
然
型
川
づ
く
り
実
施
要
領
」
の
通
達

を
施
行
し
た
。
い
わ
ゆ
る
近
自
然
河
川
工
法
、
ビ
オ
ト
ー
プ
河

川
工
法
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
工
法
の
先
進
地
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
川

へ
の
視
察
が
一
時
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
新
見
幾
男
著
『
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
近
自
然
紀
行
』（
風
媒
社
１
９
９
４
）
は
、
ラ
イ
ン
河
を
下
り

な
が
ら
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
の
川
づ
く
り
を
訪
ね
て
い
る
。
チ
ュ

ー
リ
ヒ
の
路
面
電
車
線
路
敷
、
中
空
ブ
ロ
ッ
ク
に
土
と
草
を
つ

め
、
雨
水
の
地
下
浸
透
を
図
る
。
魚
の
生
息
環
境
を
重
視
し
、

岸
辺
の
直
線
化
を
回
避
。
川
に
は
直
線
は
な
い
、
自
由
に
さ
せ

る
思
想
が
根
付
い
て
い
る
。
２
億
円
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

住
民
投
票
で
決
定
し
た
り
、
驚
い
た
こ
と
は
、
釣
り
師
は
生
物

学
や
川
の
諸
規
則
の
試
験
に
合
格
し
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
ら
ね

ば
な
ら
な
い
等
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

佐
々
木
寧
、
中
村
幸
人
著
『
河
を
以
っ
て
河
を
制
す
』（
生
態
環

境
計
画
学
会
１
９
９
６
）、
バ
イ
エ
ル
ン
州
内
務
省
建
設
局
著
『
河
川

と
小
川
』（
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所
１
９
９
２
）
、
ド
イ
ツ
国
土
研
究

会
訳
『
道
と
小
川
の
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
』（
集
文
社
１
９
９
３
）

は
、
川
づ
く
り
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

保
屋
野
初
子
著
『
川
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
—
河
川
再
自
然
化
と
い

う
思
想
』（
築
地
書
館
２
０
０
３
）
は
、
河
川
機
能
に
お
け
る
再
生
を

追
求
す
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
ハ
ー
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ト
河
口
堰
の
水

門
を
開
け
生
態
系
を
回
復
さ
せ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
一
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
及
ぶ
「
ド
ナ
ウ
河
氾
濫
原
国
立
公
園
」
を
つ
く
り
、

河
川
を
自
由
に
氾
濫
さ
せ
て
、
浸
食
、
堆
積
、
地
下
水
、
植
生

の
変
化
か
ら
ド
ナ
ウ
河
の
自
浄
作
用
の
回
復
を
行
な
う
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
自
然
保
護
を
第
一
と
す
る
考
え
方
は
水
法
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
生
態
系
協
会
編
・
発
行
『
ド
イ
ツ
の

水
法
と
自
然
保
護
』（
１
９
９
６
）
に
よ
る
と
、「
河
川
、
湖
沼
は

生
態
系
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
公
共
の
福
祉
及
び
将
来
の
子
ど

も
達
の
た
め
に
近
自
然
的
条
件
に
、
す
な
わ
ち
生
態
学
的
に
機

能
す
る
状
態
に
、
可
能
な
限
り
戻
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（
ド
イ
ツ
の
連
邦
水
収
支
法
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

水
法
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
内
水
法
研
究
グ
ル
ー
プ
訳
『
世

界
の
水
法
—
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
編
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
１
９
８
２
）
は
、
ベ
ル

ギ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、

か
と
ら
く
し
ょ
　
め
っ
た
に
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
図
書
の
こ
と
。
河
図
は

中
国
古
代
の
伝
説
、
黄
河
か
ら
現
れ
た
竜

馬
の
背
の
旋
毛
の
形
を
写
し
た
図
の
こ
と

で
、
易
の
八
卦
の
も
と
と
な
っ
た
と
い
う
。

洛
書
は
洛
水
か
ら
現
れ
た
神
亀
の
背
の
文

字
を
写
し
た
と
い
う
図
で
、
書
経
の
も
と

に
な
っ
た
と
い
う
。
得
難
い
図
書
の
意
。

河
図

洛
書

か
ざ
ん
た
い
れ
い
　
永
く
変
ら
な
い
堅
い

誓
約
の
こ
と
。
ま
た
、
国
が
永
遠
に
栄
え

る
こ
と
。
河
は
黄
河
、
山
は
泰
山
。
礪
は

砥
石
の
こ
と
。
た
と
え
あ
の
広
い
黄
河
が

帯
の
よ
う
に
細
く
な
り
、
高
い
泰
山
が
す

り
へ
っ
て
砥
石
の
よ
う
に
平
ら
に
な
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
永
く
変
ら
な
い

と
い
う
意
。河

山
帯
礪

か
り
ょ
う
の
ぎ
ん
　
親
し
い
人
を
送
る
と

き
の
別
れ
が
た
い
気
持
ち
の
こ
と
。
河
梁

は
橋
の
こ
と
。河

梁
之
吟

か
と
う
　
河
の
ほ
と
り

河
頭
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か
ぎ
ょ
ふ
く
し
つ
　
国
家
が
腐
敗
し
て
、

内
部
か
ら
崩
壊
す
る
こ
と
。
河
魚
は
川
に

住
む
魚
の
こ
と
、
腹
疾
は
腹
の
病
気
の
意
。

魚
の
腐
敗
は
腹
内
か
ら
始
ま
る
こ
と
か
ら
。

河
魚

腹
疾

い
ん
か
ま
ん
ぷ
く
　
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
分

が
あ
り
、
分
相
応
に
満
足
す
べ
き
こ
と
を

い
う
。
モ
グ
ラ
が
広
大
な
黄
河
の
水
を
飲

ん
で
も
、
小
さ
な
腹
を
満
た
す
に
過
ぎ
ず
、

そ
れ
以
上
は
飲
ま
な
い
と
い
う
意
。

飲
河

満
腹

け
ん
が
の
べ
ん
　
ま
っ
た
く
よ
ど
み
の
な

い
弁
舌
の
こ
と
。
懸
河
は
激
し
く
流
れ
る

川
、
急
流
の
こ
と
。
勢
い
よ
く
流
れ
る
川

の
水
の
よ
う
に
、
よ
ど
み
の
な
い
話
し
ぶ

り
を
言
う
。
立
て
板
に
水
。

懸
河

之
弁

か
は
く
　
河
を
守
る
神
。

河
伯

ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
の
水
法
が
研
究
さ
れ
、
三
本
木
健
治
著

『
比
較
水
法
論
集
』（
水
利
科
学
研
究
所
１
９
８
３
）、
同
著
『
論
集

水
と
社
会
と
環
境
』（
山
海
堂
１
９
８
８
）
も
特
筆
さ
れ
る
水
法
の

書
で
あ
る
。

続
い
て
、
秋
山
紀
一
他
著
『
川
と
文
化
』（
玉
川
大
学
出
版
部
２
０

０
４
）
は
、
ラ
イ
ン
河
、
フ
ラ
ン
ス
の
川
、
ス
ペ
イ
ン
の
川
を
概

観
し
て
い
る
が
、
少
な
か
ら
ず
こ
れ
ら
の
川
は
ロ
ー
マ
帝
国
の

文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

著
『
ラ
イ
ン
の
文
化

史
』（
刀
水
書
房
１
９
９
５
）
は
、
ラ
イ
ン
河
流
域
の
ス
イ
ス
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
六
カ
国
の
歴
史
と
文
化
を
縦
軸
と
し
、
水
運
を
は

じ
め
、
水
力
（
原
子
力
）
発
電
、
上
下
水
、
漁
業
、
憩
い
の
場
、

祭
礼
な
ど
の
ラ
イ
ン
河
の
機
能
を
横
軸
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
視

点
か
ら
論
じ
興
味
深
い
。

残
念
な
こ
と
だ
が
、
１
９
８
６
年
11
月
１
日
ス
イ
ス
・
シ
ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
ノ
ル
の
サ
ン
ド
薬
品
（
株
）
の
倉
庫
か
ら
出
火
、

大
量
の
殺
虫
剤
や
農
薬
が
ラ
イ
ン
河
に
流
れ
込
ん
だ
。
こ
の
事

故
に
つ
い
て
、
石
黒
一
憲
著
『
国
境
を
越
え
る
環
境
汚
染
』（
木

鐸
社
１
９
９
１
）
は
、
国
際
私
法
の
立
場
か
ら
考
察
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
、
最
下
流
の
オ
ラ
ン
ダ
は
汚
染
水
が
自
国
の
内
水
へ

の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、
水
門
を
開
け
北
海
へ
放
流
す
る
懸
命
な

努
力
が
な
さ
れ
た
。

デ
ル
タ
地
帯
の
オ
ラ
ン
ダ
は
昔
か
ら
水
は
敵
で
あ
る
が
、
同

時
に
水
は
友
で
あ
る
と
い
う
共
存
の
思
想
を
貫
い
て
き
た
。
平

沢
一
郎
著
『
オ
ラ
ン
ダ
水
辺
紀
行
』（
東
京
書
籍
１
９
９
５
）
に
、
水

上
生
活
者
の
夫
婦
、
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
の
家
族
、
冬
は
凍
結
の
運

河
で
の
ス
ケ
ー
ト
大
会
等
、
水
と
の
共
存
を
描
き
出
す
。
ラ
イ

ン
河
に
つ
い
て
は
、
小
塩
節
著
『
ラ
イ
ン
河
の
文
化
史
』（
東
洋

経
済
新
報
社
１
９
８
２
）
、
笹
本
駿
二
著
『
ラ
イ
ン
河
物
語
』（
岩
波
新

書
１
９
７
４
）
、
加
藤
雅
彦
著
『
ラ
イ
ン
河
』（
岩
波
新
書
１
９
９
９
）
、

浅
井
治
海
著
『
昔
話
で
つ
づ
る
ラ
イ
ン
川
の
旅
』（
近
代
文
芸
社
１

９
９
９
）
の
書
が
あ
る
。

ド
ナ
ウ
河
は
、
ド
イ
ツ
の
黒
い
森
を
源
と
し
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ

ニ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
流
れ
、
黒
海
に
注
ぐ
約
２
９
０
０
㎞
の

国
際
河
川
で
あ
る
。
中
村
光
夫
著
『
ド
ナ
ウ
紀
行
』（
日
本
交
通
公

社
１
９
７
８
）
、
加
藤
雅
彦
著
『
ド
ナ
ウ
河
紀
行
』（
岩
波
新
書
１
９
９

１
）、
浜
口
晴
彦
編
『
ド
ナ
ウ
河
の
社
会
学
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
１

９
９
７
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
１
９
９
２
年
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ム

ハ
イ
ム
で
ド
ナ
ウ
河
支
流
ア
ル
ト
ミ
ュ
ー
ル
川
か
ら
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
を
経
て
ラ
イ
ン
河
と
運
河
で
結
ば
れ
た
結
果
、
北
海

と
黒
海
が
つ
な
が
り
、
総
延
長
３
５
０
０
㎞
が
開
通
し
た
。
Ｅ

Ｕ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

セ
ー
ヌ
川
は
首
都
パ
リ
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
都
市
河
川
で

あ
る
。
渡
辺
淳
著
『
パ
リ
の
橋
』（
丸
善
２
０
０
４
）
、
泉
満
明
著

『
橋
を
楽
し
む
パ
リ
』（
丸
善
１
９
９
７
）
、
坂
田
正
次
著
『
パ
リ
セ

ー
ヌ
河
紀
行
』（
神
田
川
文
庫
２
０
０
１
）
、
津
田
英
作
写
真
集

『
ラ
・
セ
ー
ヌ
　
川
辺
の
肖
像
』（
明
窓
出
版
２
０
０
２
）
の
書
を
ひ

も
と
け
ば
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

医
と
病
を
主
た
る
研
究
対
象
と
す
る
ア
ナ
ー
ル
派
歴
史
学
者

ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
グ
ベ
ー
ル
著
『
水
の
征
服
』（
パ
ピ
ル
ス
１

９
９
１
）
は
、
今
日
、
衛
生
的
な
水
が
多
量
に
供
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
そ
の
水
の
征
服
が
な
さ
れ
た
過
程
を
追
求
す
る
。

い
ま
だ
、
清
浄
な
水
を
確
保
で
き
な
い
国
々
も
多
い
。
こ
の
こ

と
は
「
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
け
る
課
題
の
一
つ
に
な
っ

て
お
り
、
早
急
に
克
服
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
上
下
水
道
の
発
達
に
つ
い
て
は
、
今
井
宏
著

訳
『
古
代
の
ロ
ー
マ
水
道
』（
原
書
房
１
９
８
７
）
、

著

『
都
市
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か
』（
朝
日
新
聞
社
１
９
８
８
）
が
あ

る
。
西
欧
工
業
化
と
水
力
利
用
に
関
す
る
Ｔ
・
Ｓ
・
レ
イ
ノ
ル

ズ
著
『
水
車
の
歴
史
』（
平
凡
社
１
９
８
９
）
は
、
動
力
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
水
車
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
を
論
じ

て
い
る
。




